北海道観光　文化紹介
Ｉ.        大雪圏域周辺地域　
１）東川町
東川町は、北海道のほぼ中央に位置し、東部は山岳地帯で、大規模な森林地域を形成しています。また、日本最大の自然公園大雪山国立公園の区域の一部になっています。
北海道の峰といわれる大雪山連峰の最高峰旭岳　2291メートルは、東川町域に所在。豊富な森林資源と優れた自然の景観は、観光資源として高く評価されています。道北の中核都市旭川市の中心部から13キロ、旭川空港から7キロの地点にあります。気候は、上川の内陸盆地に位置するため、四季の移り変わりがはっきりしています。特に旭岳温泉や天人峡温泉では、高山植物の花、新緑の森林、色とりどりの紅葉、ふわふわとした雪景色など、四季折々で最上の景色を作り出しています。1985年6月　ついたち、東川町は豊かな文化田園都市づくりをめざして、とてもユニークな写真の町宣言を行いました。写真文化によって町づくりや生活づくり、そして人づくりをしようという、世界でも類例のない試みです。出会いを永遠に記録する写真による、町の美を永遠にとどめるための活動は、今もさらに展開し続けています。現在では、写真甲子園も開かれ、全国から多くの高校が出場しています。
２）旭岳温泉
旭岳温泉は、大正3年に、阿久津啓吉が温泉の湧出を発見してから始まります。この地域はかつて勇駒別と呼ばれていて、アイヌ語で湯に向かってゆく川という意味があり、古くから温泉が湧出していたことが伺えます。また、現在でも、勇駒別川周辺からは、あちこちで温泉が湧出していて、大雪山の自然の息吹を感じ取れます。
３）旭岳ロープウェイ
北海道最高峰旭岳へといざなう、日本初スイスガラベンタ社の１０１人乗りのロープウェイです。北海道の中央部に位置し、面積は約23万ヘクタールの陸域では日本最大の面積を誇るたいせつ山国立公園です。 目の前にせまる旭岳と神秘的な沼、夏は高山植物が咲き乱れのお花畑、秋には紅葉のみねみねの眺めが広がります。旭岳ロープウェイ姿見の池前から一歩踏み出せば、そこはもう、雲の上のお花畑です。全長一点七キロの遊歩道に沿って約１時間かけ、大自然に抱かれる散策をお楽しみ下さい。姿見の池の先には爆裂火口の地獄谷があり、あちらこちらの噴気孔から噴煙が上がっています。 また、冬の時期には、ロープウェイで一気に駆け上がると、そこは白銀のパラダイスが広がり、旭岳の自然あふれる広大なパウダースノーのコースを楽しむことができます

所在地　上川郡東川町旭岳温泉　電話　0166の68の9111

４）美瑛町
北海道のほぼ中央で、道内第2の都市、旭川市と映画北の国からなどで知られる富良野市とのほぼ中間に位置しています。
　美瑛町は、面積が東京23区の広さに匹敵し、その70％以上を山林が占めています。また、約15％を畑地が占め、これを中心に丘のまちの美しい景観を形成しています。美瑛町の最大の特徴は、なだらかな波状丘陵地帯と、背景となる雄大で緑豊かな自然環境です。
1971年、一人の風景写真家が日本縦断の撮影旅行の帰り、ふと立ち寄った美瑛・上富良野の丘の風景に感動、以来16年間美瑛に通い続けました。そうして撮られた写真の多くは、写真集や絵はがきの他、多くのポスターや映画、テレビコマーシャル等に使われ、美瑛の景色は全国に知られるようになりました。昭和47年国産自動車のテレビコマーシャルに使われ、そのシーエムキャラクターの名前が付けられ、ケント、メリーの木。たばこぶらんどのパッケージや、ポスター等に使われた、セブンスターの木、マイルドセブンの丘があります。美瑛では様々な作物が、季節ごとに丘の畑を彩り、まるで縫い合わせた一枚の布のように見えることから、パッチワークの丘、と呼ばれるようになりました。

５）白ひげの滝
国内有数の地下水から湧き上がる水が、勢いよくしろがね小函の渓流に流れ落ち、コバルトブルーの澄んだ川が冬も凍ることなく　勢いよくしぶきを上げる姿は勇ましい。落差30メートル水の流れは、美瑛川へと続き、通称、ブルーリバーとも呼ばれ、ひときわ目を惹コバルトブルーの色合いを夏はしろがねの緑豊かな自然に、冬は真っ白な雪に囲まれ、その神秘的な世界は人々を魅了します。

所在地　美瑛町字　白金

６）四季の情報館
落ち着いた雰囲気の館内には前田しんぞう先生のミニギャラリーをはじめ、美瑛町の特産・物産を紹介、観光案内所を併設しており　情報の発信基地になっている。

所在地　美瑛町本町1丁目　　電話　0166の92の4378

７）上富良野町
上富良野町は、北海道のほぼ中央部に位置し、北から東にかけて美瑛町と新得町、南富良野町、南から西にかけては富良野市と中富良野町に隣接しています。町の花になっている、ラベンダーは、７月なかばを過ぎると真夏の陽光をいっぱいにうけ、さわやかな紫色の花を見事に咲かせます。その新鮮な芳香は十勝岳のふもと一面に漂います。かれんながらも高き理想と気品を誇るラベンダーは、人の心をいやすなごやかさがあり、人生に希望と勇気を与えます。上富良野町の人情ぶかさと温かい思いやりのあるまちを象徴するにふさわしく、広く町民に親しまれています。
ラベンダーは今では夏の北海道を象徴する観光作物ですが、かつては特用農作物として、道内において広い面積で農作物として栽培されていました。今は観光や観賞用、ラベンダー製品原材料として、ここ上富良野町をはじめ、富良野地方で主に栽培されています。上富良野町は国内における、ラベンダー発祥の地として、栽培の継続とラベンダーの利用、観光としてのラベンダー園のＰＲなども行っています。

８）フラワーランド　かみふらの
フラワーランドは、雄大な十勝岳を背景にして、広大な花畑に　たくさんのお花が色とりどりに　次々と咲き誇り美しい風景を楽しめます。人気のトラクターバスに乗って、お花の香りと　北海道の素晴らしい大自然を思う存分に体験して下さい。

所在地　空知郡上富良野町　西5線北27号　　電話　0167の45の9480

９）かんのファーム
当農園では、ラベンダー・ポピー等数十種類の花をはじめ、いろいろな作物を栽培しています。花の苗は毎年同じ場所に栽培すると、きれいに咲かない為、丘の景色は年々模様が変わります。丘のパッチワークをお楽しみ下さい。
所在地　空知郡上富良野町　美馬牛峠　　電話　0167の45の9528

１０）東神楽町
花のまちとして　全国に知られている東神楽町。昭和33年に始まった明るい農村運動や 蚊とハエのいない北海道建設運動などの住民運動から、環境整備に合わせ　花も植えられてきました。その後、昭和39年には、村や農業改良普及所を中心に環境美化運動の一環として、花壇づくりの指導が開始され、しだいに花のある風景が広がり始めました。そして、町制が施行された昭和41年には、美しい町づくり全国コンクールで、中央婦人会が優良地区表彰を受賞。昭和44年には、花のある職場コンクールで　役場が内閣総理大臣賞を受賞し、花のまち東神楽としてクローズアップされました。また、このころから市街地の町内会ごとに独自の花壇が設置され、花を中心とした町づくりを進められてきました。その後も、町民が一体となって花いっぱい運動を盛り上げてきたころからも、現在に至るまで環境整備や花のまちづくりなどの賞を数多く受賞しております。 
平成12年には、第10回花のまちづくりコンクールで 建設大臣賞を受賞し、名実ともに全国一の花のまちとして知られています。町から少し足を伸ばせば、豊かな大自然など、北海道らしさを満喫できる観光スポットが数多くあります。北海道の屋根　タイセツザン国立公園とその周辺に点在する個性的な観光地は、景観、温泉、イベント、味覚など、どれをとっても北海道を代表するものです。旭川空港のある東神楽町は、その中心部に位置し、魅力あふれる観光地への拠点にもなっています。

１１）森の湯、花神楽
東神楽森林公園に待望の温泉宿泊施設、森のゆ 花神楽 が2000年7月にオープンして以来、６年余で　200万人の利用者を数えています。施設内には大浴場、サウナ、大雪山を一望できる露天風呂のほか、レストランやリラクゼーションルームなどがあります。また、ホテル棟の一部には客室露天風呂が設備された和室があり、ゆったりとくつろぐことができます。さらに2006年12月20日に新館がオープンしました。

所在地　上川郡東神楽町25号　電話　０１６６の８３の３８００

１２）コテージの森
森林公園に隣接し、白樺林の中に点在する木の香りいっぱいの 7 棟のコテージ。地場のカラマツや エゾマツなどの間伐材をふんだんに使い　台所や浴室、トイレ、寝室、バルコニーほか、電気製品や電話、 食器、調理器具、寝具などを備え、一棟一棟　レイアウトを変えています。家族やグループで気軽に別荘 気分が味わえます。
所在地　上川郡東神楽町25号　電話　０１６６の８３の３８００

１３）ヒガシカグラ森林公園、パークゴルフ場
起伏に富んだ難易度の高いコースから初心者向けのコースまで多彩なコースで年齢・性別・経験問わず誰でも楽しむことができます。54ホール（いちいコース　ナナカマドコース　つつじコース　はまますコース　ライラックコース　林間コースがある）とホール数も最多。幼児にも、プレー可能なミニ９ホールも用意されています。

１４）スリードーム室内パークゴルフ場
平成16年に森林公園パークゴルフ場隣接地にオープン。ドーム３棟で27ホール全長784メートルのA・B・Cコースあります。鉄骨ポリフィルム張りで真冬でも加温機で10度前後に保たれており、天然芝で快適なプレーが可能です。和風庭園をモチーフにしたコースで池やバンカー、植栽を配置することにより戦略性に富むコースです。別棟には喫茶コーナー・ラビットと休憩所の管理棟、隣接して食堂バーディもあり１日をゆったり過ごせます。

１５）当麻町
中核市、旭川市から北東へ約15キロメートル、車で約３０分の距離に位置しています。山と河川に囲まれ、南西部から北にかけては山林地帯を形成、自然の丘陵が起伏しながらタイセツ連峰に連なっています。明治２６年、この地に　広島・山口などから　４００戸の屯田兵が入植、明治３３年にはそれまでの永山村から分村し、当麻村と改称されました。当麻町は全どう最高品質である当麻米をはじめ、当麻町には夏バラ日本一の評価を受ける、タイセツの薔薇、第３５回日本農業賞大賞受賞した、高級ブランドスイカ、でんすけすいかなど、全国的に名の知られた当麻町こだわりの一品がたくさんあります。

１６）当麻　鍾乳洞
昭和32年に発見された当麻鍾乳洞は、全長135メートル、高さ７から8メートルのスケール。はるか１億5千万年前のジュラ紀から、気の遠くなるような時間をかけて地下水の溶蝕作用がつくりあげた石灰洞窟で、学術的にきわめて貴重なショウニュウドウとして知られています。鍾乳石が3センチメートル成長するのには約２００年の歳月を要するといわれています。また、この鍾乳洞の特徴は、不純物が少ないため　結晶度がきわめて良い状態にあることです。昭和36年３月、北海道の天然記念物の指定を受け、また北海道指定の天然記念物では唯一、一般公開されているものです。

所在地　上川郡当麻町開明４区　電話　０１６６の８４の３７１９
１７）パピヨンシャトー
日本はもとより世界各地に生息している昆虫たちと出会い、触れあい、命の不思議を体験する昆虫ランド。 カンナイ１カイ　２階の展示室には美しい蝶を中心に、学術的にも価値のある世界中の珍しい昆虫たちの標本　約１万点が一堂に。自然の中での昆虫たちのイキイキとした活動風景を撮影した写真を展示するフォトギャラリーコーナーもあります。
また、昆虫たちが生きている生息環境をそっくりそのまま再現した生態観察室も併設しています。

所在地　上川郡当麻町　市街６区　電話　０１６６の８４の２００１

１８）道の駅　当麻
平成１０年にオープンした道の駅。雄大なたいせつ連峰を背景に、周辺の景観にマッチする概観。吹き抜けになったガラス張りの玄関ホールがアクセントになっています。町特産のでんすけすいか、あずまメロンはもちろん、でんすけすいかゼリーなどの関連商品をはじめ、当麻町や周辺エリアの特産物、情報コーナーを設けています。

所在地　上川郡当麻町　アザ　エンベツ２区　電話　０１６６の５８の８６３９

１９）上川町
北海道のほぼ中心部に広がる大雪山国立公園の北方部に位置する上川町は、今なお原始の面影を残す大雪山連邦の自然を背景に、北海道第一の河川、石狩川の清流にも恵まれた豊かな自然に包まれた町です。大雪山国立公園最大の拠点である層雲峡温泉は，断崖絶壁が24キロメートル続く峡谷の中ほどにあり，ホテルや民宿が建ち並び，温泉街をつくっています。登山者のいで湯として利用されていたこの温泉も，今では年間約３００万人もの観光客が訪れます。温泉がいの麓で毎年、氷瀑祭りが行われています。石狩川の河川敷を利用し広さは1万平方メートルの会場内に氷柱、氷のトンネル、アイスドーム等々。メインの展望台は高さが約15メートルもあります。夜には照明が入れられとても神秘的です。土日には花火も打ち上げられ冬の夜空を彩ります。

２０）層雲峡ロープウェイ
大雪山国立公園には2千メートル級の山々がいくつも重なっています。それぞれが異なる魅力を持っており、登山者には興味の尽きない連邦です。

２１）銀河・流星の滝
層雲峡観光の名所。断崖絶壁を並んで流れ落ちる二本の滝。日本の滝百選にも選ばれている名瀑。

２２）アイスパビリオン
氷と寒さをテーマにした体験美術館。外は真夏でも、館内は大きな氷の柱が樹立し、最低氷点下41度を体験できます。

２３）赤岳　銀仙台
赤・黄・緑の色彩あでやかで、日本で一番早いといわれる紅葉が、山一面に広がります。

２４）紅葉谷
層雲峡温泉の源泉地。動植物も豊かな渓流沿いの森。散策コースの最後に紅葉滝があり、往復約1時間。秋には紅葉が美しい。

２５）愛別町
愛別町は、明治28年に和歌山・岐阜・愛知からの179戸の団体移住者により開拓の鍬がおろされ、その後、他県からも入植者が次第に増加して村落を形成し、明治３０年に愛別村が誕生しました。うっそうたる原野は恵み豊かな大地へと生まれ変わり、幾多の自然災害を乗り越え、稲作を核に農業を産業の中心として繁栄を続け、昭和３６年の町制施行で愛別町となりました。
　今では、きのこの里として知られ、全道１の、きのこ生産量を占める愛別町。昭和47年に２戸の農家がえのき茸生産施設を建設し、栽培に取り組んだのがはじまりでした。現在は、えのき、なめこ、まいたけ、椎茸、えぞゆきのしたの５種類を生産しています。きのこの里フェスティバルを開催しており、きのこを販売、試食コーナー等もあります。

２６）カートランドＡＲＫ
ドウホク初の本格レーシングカートコース。全長は約650メートル、直線は約80メートルあり、お子様と一緒に乗れる2人乗りカートやジュニアカートをご用意しております。
　ヘルメットやグローブのレンタル無料も行なっておりますので、ご家族で安心に楽しむことができます。時速60キロメートルの風圧を体感し、爽快感200パーセントのエフワン気分を満喫してみませんか。

所在地　愛別町金富３区

２７）比布町
雄大な大雪連峰東南に仰ぐ比布町は、上川盆地の北東部にあり、道北の中心部旭川市のほか、愛別町、当麻町、和寒町、士別市に隣接しています。
　面積は87点29キロへーホーメートルで、南北9キロメートル。その約半分は山林ですが、そのほかはおおむね平坦、まとまりの良い地勢で、石狩川、比布川、蘭留川、比布ウッペツ川などの流域一帯に、上川地方有数の米生産地が形成されています。比布町の特産物はいちごで、いちごじゃむや、いちごせんべい、イチゴワインなどが有名です。

２８）比布すきー場
北峰山から眺める大雪山連峰の大パノラマには、時間がたつのも忘れ、思わず見入ってしまうほどです。このスキー場は、初心者からベテランまで自分の技術に合ったコースバリエーションが用意されており、中でも中級用ストロベリーコースは全長2,200メートルのロングコースで人気のコースです。この他にも初心者用カッパコース、最大斜度30度1200メートルのゴールデンコース、最大斜度36度1300メートルのベテランコースなどが待ち受けています。

所在地　上川郡比布町北７線１７号　電話　０１６６の８５の３０５６

２９）ゆうゆぴっぷ
緑いっぱいの自然の中に建つ、良ケイプラザ遊湯ぴっぷは光明石を使ったミネラル豊富な温浴施設で、身体を芯から温めるため疲れもいっぺんに吹き飛んでしまいそうです。
ここはジャグジー風呂をはじめ、打たせ湯・寝湯・薬湯・庭園風呂・サウナ・水風呂など９種類のお風呂があり、神経痛・リュウマチ・肩こり・腰痛・冷え性など効果もバッチリ。レストランの料理も最高です。
所在地　上川郡比布町北７線１６号　電話　０１６６の８５の４７００

２６）カムイ大雪バリアフリーツアーセンター
車いす紅蓮隊と旭川医科大学をはじめとする地域の大学関係者、病院、介護施設、福祉用具制作、旅行、ホテル、料飲食企業や障害者スポーツ支援会、市民団体等で構成する「カムイ大雪バリフリー研究所」が運営しています。
〒078の8368　　所在地　　北海道旭川市東旭川町旭正315-2　シスコン・カムイ分室
Tel. 0166-38-8200　　　　Fax 0166-38-8211
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